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 OPINIONS：共鳴［8］
 感覚的につながる芸能──能楽

 宝生和英   シテ方宝生流第二十代宗家

 能舞台との共鳴
 皆様は、日本の伝統芸能である「能楽」をご覧になったことは
 ありますでしょうか。

　能楽は現存する芸能として世界最古とされ、その起源は約
 1300年前の奈良時代にさかのぼります。始まりは聖徳太子が
 大陸から芸人を招いたことにあり、その後、貴族や神社仏閣の
 庇護を受け、かの世阿弥の時代に大成しました。

　約700年の歴史を持つこの芸能は、現代人には敷居が高く
 感じられがちです。理由として言葉の壁がしばしば挙げられ
 ますが、それがすべてではありません。言葉がわからなくても
 楽しめる芸術は多く、逆に理解しても全てを味わい尽くせるわ
 けではないのです。

　私は能楽鑑賞を美術鑑賞になぞらえます。絵画や彫刻は
 動かずとも、鑑賞者の経験や心理に基づき独自の物語を生
 みます。現代的な舞台芸術が舞台上から強い情報を与えて
 観客の心理を上書きするのに対し、能楽は鑑賞者自身の共
 鳴作用を引き出します。もともとシルクロードを通じて各国の文
 化が混ざり合った能楽は、特定の時代や国に縛られないよう
 に作られており、必ずしも日本をイメージする必要はありません。
 たとえば『猩 （々しょうしょう）』は本来中国の揚子江が舞台で
 すが、私は沖縄の海を思い浮かべます。『杜若（かきつばた）』
 は愛知県三河が舞台ですが、その恋愛の濃密さからイタリア・
 フィレンツェを感じることもあります。このように舞台と感受性を
 シンクロさせることで初めて得られるカタルシス──それが能
 楽の魅力です。

　なぜこのような芸能が生まれたのでしょうか。それは、室町
 時代以前から続く日本の風土と深く関係していると考えられ
 ます。災害大国であり島国である日本では、有事に見舞われて
 も簡単に住処を変えることができず、精神を落ち着けるために

 「目に見えない存在」を意識する心理的土壌が育まれました。
 現代でも行われる修正会*1では鬼の面をかぶり、目に見えな
 い厄災と対峙します。科学知識の乏しかった当時、人 は々これ
 によって翌年の平穏を祈り、安心を得ていました。このように、
 鑑賞者の共鳴をもって成り立つのが神事芸能なのです。

　では、科学技術が発達した現代では神事芸能は不要なの
 でしょうか。私は、むしろ科学が発展したからこそ、その必要
 性は高まっていると考えます。能楽が大きく発展した時代には
 共通点があります。それは「社会的不安定」です。安土桃山時
 代には全国の武将が能を好みました。いつ命を落とすかわか
 らない戦場において、武将は亡霊の演目を観ることで死後の
 救済を信じ、死の恐怖を克服していたのです。高度経済成長
 期にも財界人が能楽を嗜みました。敗戦を経験した世代は滅
 びを感じており、無常観を持つことで逆に経済を力強く牽引
 しました。日本の発展は、しばしば「滅び」を意識した時にこそ
 強い意志を生むのです。現代の多くのエンターテインメントは欧
 米由来で、勝利者の感情で上書きし滅びの恐怖を麻痺させ
 る傾向がありますが、日本人は危うさに共感し、有事に備える
 理性的な国民性を今も持ち続けていると感じます。

 呼吸との共鳴
 楽師同士にも共鳴があります。それが「呼吸を読む」ことです。
 日本の伝統芸能や音楽には、西洋音楽のような楽譜がなく、
 詠唱の言葉で音を再現します。能楽には指揮者はおらず、呼
 吸の間を共有し相手の意図を読み取ります。この呼吸を合わ
 せる文化は、武道にも通じます。たとえば合気道や柔術では、
 相手の呼吸や重心の移動を感じ取り、その流れを利用して技
 をかけます。力で押し合うのではなく、呼吸と間合いの調和に
 よって主導権を握るという点で、能楽の呼吸の合わせ方と共
 通しています。

　舞台の上でも、呼吸が合えば最小限の合図で大きな一体
 感を生み出せるのです。この文化的背景には、日本語の特性
 と風土があります。母音と子音で構成される日本語は、母音
 部分が言葉同士の間となり、呼吸を感じやすくします。そして、
 日本は弥生時代以降、稲作を中心とする農耕民族として発
 展しました。稲作は共同作業であり、田植えや収穫の際には
 呼吸や動作のリズムを揃える必要があります。田植え機のな
 い時代、人々は歌や太鼓の音に合わせ、一定の間合いを保っ
 て作業をしました。
　この中から能楽の源流「田楽」も生まれました。『月次風俗
 図屏風』にも、打楽器の音に合わせて仮面をつけ舞う様子が
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 描かれています。一見すると祭りのようですが、実際は作業効
 率を高める合理的な方法でもありました。つまり、呼吸の共鳴
 は農耕社会の協調性と深く結びつき、芸能や武道にまで受
 け継がれた、日本ならではの身体文化なのです。

 つながりを生み出す芸能
 能楽は人や環境との感覚的なつながりを重視します。プロだ
 けの鑑賞芸能と思われがちですが、本来は体験を通じて物
 語を知り、自分の身体を知る芸能です。安土桃山時代の大
 名・細川幽斎は、能楽を嗜む15の利点を『謡曲十五徳』に記
 しました。「旅をせず名所を知れる」「戦場に行かず戦場を知
 れる」「酒がなくても憂さを晴らせる」「祈らずとも神徳を得る」
 など、多岐にわたります。能楽は一方向の舞台鑑賞ではなく、
 人と人、心と身体をつなげる役割を担ってきました。
　それは現代でも変わりません。近年では健康やメンタルケア
 の観点からも注目され、呼吸法や姿勢改善、集中力向上に
 役立つとして企業研修や教育現場にも取り入れられています。
　ゆったりとした所作や腹式呼吸は副交感神経を優位にし、
 日常生活のストレス緩和にも効果があります。
　また、国際交流の場では日本文化の象徴として高い評価を
 受けています。能舞台での交流イベントやワークショップは、言
 語を超えて参加者同士を結びつけ、異文化理解の促進にも
 つながります。デジタル時代にあっても、人間の身体感覚や直
 接のコミュニケーションを基盤とする芸能は、むしろ価値を増
 しているといえるでしょう。世界が近くなった今、自国のアイデン
 ティティを知り体験することが、他国の文化への理解を深めま
 す。真の文化的共鳴とは、「彼を知り己を知り」「過去を知り今
 を知る」ことから生まれるのではないでしょうか。

 *1 修正会：仏教寺院で正月に行われる、新年の安泰・五穀豊穣・人 の々幸福を祈る法会。

 宝生和英（ほうしょうかずふさ）
  1986年東京生まれ。宝生流第19代宗家・宝生英照の長男。能『西王母』子方にて初
 舞台を踏み2 0 0 8年に宝生流第2 0代宗家を継承。復曲・新作能にも積極的に取り
 組み、『復活のキリスト』創作主演や、東京スカイツリー5周年記念『能×V J』演出・主演
 など、伝統と革新を融合させた活動を展開している。2 02 4年Disney+配信のドラマ
 『SHOGU N将軍』では劇中能の監修・制作を行う。また同年より、週刊少年サンデー
 連載マンガ『シテの花 ─能楽師・葉賀琥太朗の咲き方─』の監修も務めている。

 月次風俗図屏風（部分）　
 出典：Col Base（ht t ps: //colbase.n ich.go. jp /）

 宝生能楽堂

 能『小鍛冶』

https://colbase.nich.go.jp/
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  ガラスの歴史は古く、5000年程前頃から作られていることが
 知られている。工芸品や装飾品の素材として古くから使われ
 ているが、窓ガラスとして使用できるような板ガラスの歴史は
 さほど古くない。近代以降、板ガラスは工業生産品として最新
 の技法で生産されるようになったが、工芸用のガラス、特にス
 テンドグラスの材料として作られているガラスは、古来の技法を
 そのまま受け継いでいるものが多い。ステンドグラス用板ガラス
 に残る古い製造方法の歴史をたどっていく。

 ガラスの歴史
 古代エジプトでは、ナイル川の下流で産出する「ナトロン」と呼
 ばれる天然のソーダ（炭酸ナトリウム）を、ガラスの原材料であ
 るシリカ分の多い砂に混ぜて熱すると低温度で溶解すること
 が経験的に継承されていた。ナトロンを融材として使うことで
 750℃辺りから軟化、1,000℃で溶解していくのだ。一方シリア
 では、エジプトの天然ソーダが枯渇したことや交易ルートの問
 題でナトロンが手に入りにくかったことにより、ナトロンの代わ
 りにソーダ分の多い海草や胞子植物であるシダの灰を使うよう
 に変化していった。植物の灰が溶解温度を下げることを発見
 したガラス職人たちは、森林資源の豊かな地方で、木材を燃
 料とした灰を原材料にしたガラスを作り始めた。その中でブナ
 の灰が効率よく溶解温度を下げることが分かってきたのだ。
　12世紀から14世紀のヨーロッパで大聖堂の時代に急速に
 使われるようになったステンドグラスのほとんどは、このシリカと
 ブナの灰で作られた「森林ガラス」と呼ばれる板ガラス（カリ石
 灰ガラス）だった。19世紀になり工業的に人工のソーダ石灰ガ
 ラスが作られるようになると、カリ石灰ガラスは作られなくなり、
 現在はほとんどがソーダ石灰ガラスになっている。

 古来の板ガラスの製法
 古来の板ガラスの製法は3種類知られている。

 ◎鋳込み法
 紀元前1世紀頃ローマ時代の窓ガラスの製造法。平らな石の
 上に溶けたガラスを流し込み平板ガラスを作る方法で、厚手
 で泡が多く傷が表面にある物が多数出土している。この製法
 は途絶えたが、17世紀になって大きな板ガラスの需要が増え、
 金属ローラーで表面を平らにならす製法として甦った。現在も
 ステンドグラスに使われているオパールセントグラス（後述）もこ
 れに近い製法と云えよう。

 ◎クラウン法
 シリアで4─5世紀頃発見された製法。シリアで出土した直径
 10─20 cmの円盤形のクラウンガラスと呼ばれるガラス片が、
 最古の吹いて作る板ガラスとされている。鉄の吹棹の先に溶
 けたガラスを巻き取り、球状に膨らました後、棹と反対側にポ
 ンテと呼ばれる棒を付け、吹棹は離す。吹棹のあった穴を熱
 しながら広げさらにポンテを回転させ、遠心力で平らな円盤
 形のガラスが完成する。大きい物では直径80cm程まで作ら
 れるようになり、現在でも小さなガラスはロンデルと呼ばれ窓
 ガラスなどに使われている。ステンドグラス用として用いられる
 こともあるが、カットして使うにはポンテの跡があり、また厚さ
 が不均一なことから用途は限られている。

 ◎シリンダー法
 11世紀の修道士テオフィルスの著書『さまざまの技能につい
 て』にこの製法の説明がある。当時の方法とは少し違いがある
 がフランスのサンゴバン社で行われている現代のシリンダー法
 を記しておく。溶解ポット（るつぼ）内で溶けているガラスを吹き
 棹の先端に巻き取り、空気を吹き込み、形を整え、円筒状に
 形作る。その後、棹を切り離し、円筒状になったガラスの縦軸
 にガラスカッターで1本切り込みを入れカットする。1本割れ目が
 入ったガラスは冷ましの炉の中にベルトコンベアーで運ばれ、
 熱で柔らかくなったところを左右に開いて1枚の平面のガラス
 にし、全体を平らにならして再度冷ましの炉の中に入っていく。
　現在このシリンダー法でガラスを作っている工場はフランス
 で1社、ドイツで2社、アメリカで1社しかない。

 円形のロンデルを使ったステンドグラス

 素材を知る［5］ガラス
 媒体としてのガラス

 平山健雄   ステンドグラス作家［個人会員］

 左上：鋳込み法
 右上：クラウン法
 左下：シリンダー法　
 ディドロ、ダランベール編
 『エンサイクロぺディア』より
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 ステンドグラスのための板ガラス
 アンティックガラスと呼ばれるシリンダー法による手吹きの板ガ
 ラスは、ガラス職人たちが手作業で作るため、高価ではあるが
 濃い色調でも透明度が高い。その魅力的な透明度を操るこ
 とのできる絵付けやエッチングの技術を兼ね備えた制作者で
 なければ使いこなすことが難しいが、日本のように多様な光を
 もたらす建築環境に対応した変幻自在な姿をステンドグラス
 に与えるにはうってつけの素材といえる。ガラスの素材の美し
 さを表現するというよりは、光の美しさを演出する素材としての
 特徴を持っている。
　ステンドグラスに使われるガラスは上記のアンティックガラス
 の他に、アメリカでルイス・コンフォート・ティファニーやジョン・ラ
 ファージが開発したオパールセントグラスがある。半透明に混
 ぜ合わせたガラスの種を熱した金属板の上でローラーにより
 圧延して伸ばす。また、キャセドラルガラスと呼ばれる色板ガ
 ラスは特有の型の付いたローラーで伸ばすことにより作られ、
 様 な々メーカー独自の型板ガラスも作られている。

　ステンドグラス特有の色ガラスの製法は、当初偶然に発色
 したガラスからヒントを得て製法が確立されていった。ガラス
 の原材料である天然の硅砂には、鉄、マグネシウム、マンガン、
 コバルトなどが自然に混ざり合っており、溶けた温度によって
 様々な色が発色する事が分かっていた。テオフィルスの著書
 にもその製法が書かれているが、自在に発色出来るまでには
 かなりの年月を要し、13世紀は約8色、15世紀には24色程度
 作ることが出来るようになった。現在、サンゴバン社では270

 色以上のアンティックガラスを作る事ができる。

 フロートガラスの出現
 一般建築に使われているフロートガラスは近年発明された製
 法によるものだ。溶けたガラスを流すホットテーブルに熱せら
 れ溶けた錫が満たされ、その上にガラスが撒かれる。溶解し
 ている状態で錫とガラスは溶けていても混じり合うことなく冷

 えてゆく。錫は金属の中で最も平滑性に富み、ガラスの表面も
 磨く必要性がないほどにクリアーに仕上がる画期的な製法
 だった。フロートガラスが発明される以前は、フルコール法、コル
 バーン法といった溶けたガラスのプールから、表面張力で引き
 上げて作る方法がメインであったが、フロートガラスが発明さ
 れてからはほとんど使われなくなってしまった。
　画期的な製法であるフロートガラスに囲まれた現代の建築
 群は、採光面だけではなく建築の景色を変えた。大板ガラス
 を特殊な金物で吊下げたカーテンウォールの登場により、外観
 は壁面から解放されたかに見え、周囲の環境に溶け合い、物
 質感を意図的に軽くすることに成功した。そしてデザイン性
 豊かな特徴ある街並みが立ち上がっている。壁面が少なくな
 り開口部の面積が増えて外からの光は内部空間に光溢れる
 環境を作り出した。

 媒体としてのステンドグラス
 建築のエントランス部には「装飾」として、モザイク、タイル、タペス
 トリー、絵画、彫刻、そしてステンドグラスなどが多用される。そ
 れらは建築物の理念やそれ自体の役割の象徴として制作さ
 れることが多く、建築に「人の技」が入り込むことによる豊潤な
 空気感を創造する。
　中でもステンドグラスは光の空間を演出する上では魅力ある
 素材。と云っても素材はガラスを透過してくる「光」でガラスは
 媒体といってよい。現代の光溢れる建築内部にいかに制御さ
 れた光空間を創るか。豊かすぎる光は、そこに携わる人達に
 エネルギーと同時に時として負担を与えることがある。暗がり
 が同居している光空間にこそ、その役割が発揮される。ステン
 ドグラスが最盛期を迎えたゴシック期の大聖堂建築以前、ロ
 マネスク期の礼拝堂建築に建物内の暗がりに光を誘い込む
 演出を見る事が出来、日本におけるこれからのステンドグラス
 の行方を暗示している。

  ピエール・スーラージュの作品（1994年）が設置されたサントフォア大聖堂（フラン
 ス、コンク） 『Conques les v it rau x de soulages』より

 先端が開いた円筒状のガラス（サンゴバン社工場）
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 開催日：2025年6月11日
 会場：建築会館ホール（東京・港区）

 令和77年度定時総会

 総務委員会

 6月11日（水）、建築会館1階ホールにお
 いて、令和7年度定時総会および記念
 講演が開催されました。
　開会に先立ち二本柳敏事務局長より、
 総会成立の為の定足数171名に対し有
 効出席者188名（出席会員62名、議決
 権行使提出会員57名、委任状提出会
 員69名）で総会は成立する旨の報告が
 ありました。
　東條隆郎会長の挨拶（p6に掲載）に
 続き、定款第15条の定めにより議長には
 東條会長、議事録署名人には繁昌勝浩
 様、齋藤潮美様が任命され定時総会の
 開催要件が整いました。

 令和7年度定時総会
 ◎議事内容
 第一号議案、第二号議案の説明を行う
 と共に、監査結果の報告が行われまし
 た。続いて、東條会長より第三号議案、
 第四号議案が提案されました。
　いずれの議案も、出席者の拍手をもっ
 て承認、可決されました。

 ・第一号議案（説明：和出知明専務理事）
 「令和6年度事業報告に関する件」
 ・第二号議案（説明：二本柳事務局長、
 監査結果報告：尾崎勝監事）
 「令和6年度貸借対照表、財産目録、
 正味財産増減計算書、収支決算書に
 関する件」
 ・第三号議案（提案：東條会長）
 「令和7・8年度理事・監事選任の件」
 〈理事〉
 大草徹也、勝山里美、北典夫、児玉謙、
 斉藤博之、東條隆郎、中野恵美子、中
 村純、鳴海雅人、原田哲夫、日置滋、
 藤本裕之、堀越英嗣、松村正人、三塩
 達也、本耕一、森暢郎、山﨑和子、米
 林雄一、和出知明（以上2 0名）
 〈監事〉
 尾崎勝、森田高年（以上2名）
 ・第四号議案（提案：東條会長）

 「故松本哲夫氏への名誉会員追贈の件」

 ◎「令和7年度の事業計画」紹介
 東條会長より「令和7年度の事業計画」
 について、二本柳事務局長より「令和7

 年度収支予算書」についての説明があり
 ました。

　理事・岩井光男副会長より閉会の挨
 拶がなされ通常総会は閉会しました。

 令和7年度・8年度役員紹介
 同日別室にて開催された第二回理事会
 において互選により決定された役員理
 事・監事が、東條会長から発表されまし
 た。（詳細はp7に掲載）

 記念講演
 総会終了後には、戸田建設株式会社
 設計統括部顧問  河野利幸氏を講師
 に迎え「京橋とともに活き続ける新本社 

 T ODA BU I L DI NG」と題した記念講
 演が行われました。
　講演では、2 0 2 4年秋にグランドオー
 プンした戸田建設本社ビル「T O D A  

 BUILDING」について、設計コンセプト
 や建築的特徴、地域との繋がりなど、さ
 まざまな観点から紹介されました。本建
 物は京橋の歴史や文化的文脈を踏まえ
 ながら、現代建築・美術・工芸・デザイン
 が融合する文化発信拠点として開発さ
 れた都市型複合施設。当協会の理念に
 マッチしたとても興味深い内容でした。
 参加者からは様 な々質疑があり、充実し
 た記念講演となりました。（文化的側面
 からの詳細解説をp8 –11に掲載）

 講演終了後には建築会館の中庭におい
 て森暢郎副会長の乾杯の挨拶を皮切
 りに、懇親会も開催されました。米林雄
 一副会長の中締めの挨拶で終了した
 本懇親会でしたが、参加者同士が親睦
 を深めるとともに、今後の活動に向けた

 定時総会

 活発な質疑応答が行われた記念講演

 記念講演チラシ

 懇親会

｜基調講演｜CPD認定プログラム

京橋とともに活き続ける新本社 TODA BUILDING
｜講　　師｜ 河野 利幸（戸田建設株式会社 建築設計統轄部 顧問）

｜開催日時｜

 2025年 6月11日 ｜会　　場｜

 　建築会館ホール水
 16：40～17：55

河野 利幸　戸田建設株式会社 建築設計統轄部 顧問

1960年　山口県下関市生まれ
1983年　名古屋工業大学建築学科卒業、戸田建設株式会社入社　
1987年　本社建築設計統轄部配属　　　　　　　　　
2007年　本社設計グループ長、計画設計部長を経て
2019年　執行役員 建築設計副統轄部長
2021年　常務執行役員　建築設計統轄部長
2025年　顧問（現在）
【主な作品歴】
アイデム武蔵野ビル（東京建築賞 奨励賞）
キヤノンファインテックニスカ本社開発センター
ＳＧスクエアー（グッドデザイン賞）
ＮＡＫＡＮＯ ＣＥＮＴＲＡＬ ＰＡＲＫ ＥＡＳＴ（グッドデザイン賞）
東京音楽大学 中目黒・代官山キャンパス(BCS賞、グッドデザイン賞）
筑波技術研究所 グリーンオフィス棟（グッドデザイン賞、SDGs建築賞）
TODA BUILDING

｜講師プロフィール｜

 意見交換の貴重な機会となりました。
　　　　　　　   （委員長 小谷純造）
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 令和77年度定時総会─会長挨拶

 定時総会に先立ち、本年3月4日に当協
 会常務理事 芝山哲也氏がご逝去され
 ました。当協会の発展に大変尽力いた
 だきましたその功績に心より感謝申し上
 げますとともに、ご冥福をお祈り申し上
 げます。

　本日は「令和7年度定時総会」にお集
 まりいただき誠にありがとうございます。
　コロナ禍が明けて2年ほど経ち、当協
 会の活動は従前にも増して順調に取り
 進めているところです。本日は、その活動
 の中からまず「パーセントフォーアート」につ
 いてお話をしたいと思います。昨年末か
 ら年始にかけて、会員を対象に「aacaの
 活動に関するアンケート」を実施しました。
 この中で、「パーセントフォーアート」の認知
 度を確認する設問では、「知らない」「言
 葉は知っているが内容は知らない」と回
 答された方が約半数という結果でした。
　「パーセントフォーアート」とは、公共事業
 の建設予算の一部を「芸術やアート」に
 関わることに支出をしようという制度で
 す。この制度は、1929から世界に広がっ
 た世界恐慌に対応するためのアメリカの
 一連の経済政策「ニューディール政策」の
 一環として、アーティストを救済しようとい
 うことも含めた政策の一つとして始まりま
 した。その後、その考え方は、ヨーロッパの
 フランス、イタリア、台湾、韓国などの多く
 の国と地域に広まります。ここでは韓国の
 状況についてお話しします。
　韓国では本年6月に大統領選挙が行
 われ、李在明（イ・ジェミョン）大統領が誕
 生しました。韓国の文化芸術政策につ
 いて研究されている北海道教育大学岩
 見沢校の閔鎭京（ミン・ジンキョン）准教
 授によると、大統領制を敷いている韓国
 では歴代の大統領が任期中に文化政
 策を推進し、成果を積み重ねてきている
 そうです。
　韓国は大統領制の統治構造で、その
 政権別に「文化政策」が異なっています。

　朴正熙（パク・チョンヒ）大統領の時代。
 1972年に「文化芸術振興法」が制定さ
 れ、その中で「公共建築費の1％」を美術
 作品に充てることが明記され、推奨され
 ました。
　金泳三（キム・ヨンサム）大統領の時代。
 1995年の「文化芸術振興法」改正時に
 「公共建築費の1％」は義務付けられます。
　李明博（イ・ミョンバク）大統領の時代。
 2 011年に芸術家の職業的地位と権利
 を法律で保護する「芸術家福祉法」が
 できました。
　朴槿恵（パク・クネ）大統領の時代。20

 13年に「文化基本法」、2014年に「地域
 文化振興法」「文化多様性の保護と増
 進に関する法律」、2015年に「国民余暇
 活性化基本法」等、文化政策関連の法
 律が制定され、文化政策の基盤が整備
 されました。
　文在寅（ムン・ジェイン）大統領の時代。
 創作環境改善と福祉強化で芸術家の
 「創作権保障」を提示し、「芸術家の地
 位及び権利保障に関する法律」を2021

 年に制定。その他にも、芸術家生活安
 定資金融資を新設（2 019年）、芸術家
 雇用保険を導入（2020年）等、芸術家
 を対象とした政策に対して積極的に取り
 組みました。
　このように文化政策が積み重ねられ、
 文化芸術の振興とともにその担い手で
 ある「芸術家」の創作活動ができる環
 境づくりのための施策が進められている
 のです。

　一方、日本の状況はどうでしょうか。日
 本では国レベルでの法制度としては確
 立されていませんが、2 017年に議員立
 法で「文化芸術基本法」が制定され、20

 23年には「文化芸術推進基本計画」が
 策定されています。パーセントフォーアート
 の考え方は盛り込まれてはいませんが、
 文化芸術の定義などがオーソライズされ
 たことは文化芸術の振興にとって注目す

 べきことです。
　この「文化芸術基本法」にのっとり、各
 自治体が実働部隊として基準を定め、
 少しずつ進み始めています。中でも群馬
 県では「群馬パーセントフォーアート推進
 条例」を制定し、予算規模としてはそう
 大きくはないものの、制度として動き始
 めています。
　aacaでは、韓国をはじめ他の国々の事
 例もふまえ、日本におけるパーセントフォー
 アートの考え方を理解していただく活動
 を進めて参ります。

　a ac aの活動は会員の皆様が自発的
 に企画しそれぞれが情報発信に努めて
 います。
　昨年度は、「A ACA賞2024」「地域創
 生連続講演会」、「第7回BOX展」「第1

 回aaca建築・美術・工芸作品展」には多
 くの参加をいただきました。会員相互の
 交流・研鑽を目的とした事業としては、
 「aacaフォーラム」「aacaサロン」「建物視
 察会」を実施。情報文化研究委員会で
 は「市中の山居」の研究成果を冊子に
 まとめました。広報委員会では「会報98

 号、9 9号、10 0号」を発行。「ホームペー
 ジ」も新たなものに生まれ変わり、内外に
 発信力のある媒体となってきていると思
 います。

　後ほど協会の決算について報告があ
 りますが、一昨年よりは改善されたもの
 の、残念ながら令和6年度は赤字決算
 となりました。今年度はさらに改善を図
 り、健全な状態を目指します。
　会員の皆様が参加・交流すること、そ
 の活動を通じて内外に当協会の憲章・
 理念に基づいた様々な発信をしていき
 たいと思います。

 東條隆郎  日本建築美術工芸協会 会長
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 役員、委員会紹介

 令和7・8年度 役員 ※敬称略

 会長：
 東條隆郎（建築家）

 副会長：
 森暢郎（建築家）、米林雄一（彫刻家）

 専務理事：
 和出知明（梓設計 専務取締役）

 常務理事：
 本耕一（建築家）、中野恵美子（工芸家）

 理事：
 大草徹也（三菱地所設計  副社長執行役

 員）、勝山里美（編集家、建築家）、北典夫
 （鹿島建設  専務執行役員）、児玉謙（日建
 設計 代表取締役副社長）、斉藤博之（久米
 設計  設計推進本部ダイレクター）、中村純
 （大林組 常務執行役員 設計本部副本部長）、
 鳴海雅人（佐藤総合計画 デザインフェロー）、
 原田哲夫（竹中工務店 常務執行役員）、日
 置滋（建築家）、藤本裕之（清水建設 常務

 執行役員  設計総本部設計本部長）、堀越
 英嗣（建築家）、松村正人（大成建設 常務

 執行役員）、三塩達也（日本設計 取締役専

 務執行役員）、山﨑和子（染色造形家）

 監事：
 尾崎勝（建築家）、森田高年（森田事務所）

 名誉会員：
 岡本賢（前日本建築美術工芸協会会長）

 ＊名誉会員であった絹谷幸二氏（画家、文化功労者、文
 化勲章受賞者）は、2025年8月1日にご逝去されました。

 

 委員会・事務局（委員長 /事務局長、
 副委員長、担当理事）

 ◎常置委員会
 表彰委員会
　委員長：可児才介
　副委員長：石原智也
　担当理事：和出知明

 情報文化研究委員会
　委員長：髙橋圭太郎
　副委員長：栗田祥弘
　担当理事：尾崎勝

 文化事業委員会
　委員長：木村慶太
　副委員長：島本健司、杉山成明、
　　　　　  高柳登美、向利也
　担当理事：和出知明

 会員交流委員会
　委員長：白石健次
　副委員長：高根喜一郎、村岡謙治
　担当理事：大草徹也

 フォーラム委員会
　委員長：萩尾昌則
　副委員長：市村陽子
　担当理事：日置滋

 広報委員会
　委員長：勝山里美
　副委員長：中村弘子
　担当理事：本耕一

 会員増強委員会
　委員長：松本哲弥
　副委員長：石原智也
　担当理事：北典夫

 総務委員会
　委員長：小谷純造
　副委員長：鈴木敏正
　担当理事：森暢郎

 パーセントフォーアート研究委員会
　委員長：高橋章夫
　担当理事：東條隆郎、米林雄一

 展覧会委員会
　委員長：飯田郷介
　副委員長：齋藤卯乃
　担当理事：三塩達也

 ◎特別委員会
 A ACA賞選考委員会
　委員長：古谷誠章
　副委員長：可児才介

 拡大総務委員会
　委員長：和出知明

 リデザイン委員会
　委員長：木村慶太
　副委員長：勝山里美、山極裕史
　担当理事：和出知明

 ◎事務局
　事務局長：二本柳敏
　担当理事：和出知明
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 街に開かれた「アートを実践するオフィスビル」

 2024年11月に中央区京橋に開業したTODA BUILDING。
 超高層オフィスビルの足元には芸術文化施設が集積し、日々
 多くの人でにぎわいを見せている。オフィスとアートが融合した
 一風変わったビルはどのようにしてできたか、その開発とアー
 トの導入について紹介する。

 特区開発のきっかけ
 TODA BUILDING（以下TODAビル）の開発は、中央区京
 橋の地で120年以上社業を営んできた戸田建設が、社屋の
 老朽化に伴い賃貸ビルに建替えるプロジェクトであった。敷地
 を拡張して大型ビルの可能性を模索していた当時、同じく建
 替え時期が到来していた隣地の旧ブリヂストンビルからの声
 がけを機に、両事業者で複数の計画案や開発手法が話し合
 われ、2 0 0 9年からは中央区を交えた三者勉強会を発足し、
 区の要望も取り入れながら計画案が絞り込まれていった。双
 方とも大型ビルへの建替えを企図する中で、実現するには都
 市再生特別地区制度（特区制度）*1を利用した一体の街区
 開発が条件となり、ビルの建設は事業者が各々行う「一都
 市計画二事業」の形態に収束する。こうして2016年に「京橋
 一丁目東地区計画」として都市計画決定を受け、19年7月の
 ミュージアムタワー京橋竣工、翌2 0年1月のアーティゾン美術
 館開館、24年9月のT ODA BU IL DING竣工、同11月の街
 区グランドオープンに向けて順次建替え工事が進められた。

　特区制度のメリットは、容積率緩和を受けて超高層ビルの
 建設が可能となることだが、その認可要件として様々な貢献
 機能の整備が義務付けられる。多くの先行特区開発事例で
 は地下通路等の公共的利便施設や歴史的建築物の保存等
 のハードの機能貢献が見られるが、当街区では中央通りに面
 する広場を設けることと、「まちに開かれた、芸術・文化拠点の
 形成」という、文化施設の整備・運営やエリアマネジメントを実
 践するソフト型の貢献機能が指定された。

  立地：京橋の特徴
 中央通り（旧東海道）が貫く京橋は、徒歩圏にJR東京駅をは
 じめ主要地下鉄駅も近く、利便性を誇るビジネス立地だ。銀
 座と日本橋の間に位置するも派手な印象は無い落ち着いた
 オフィス街だが、江戸時代まで遡れば、日本橋、京橋、新橋の
 3橋の内側の町として「擬宝珠内（ぎぼしうち）」と呼ばれ、江
 戸幕府が特別視する商業・文化の中心地であった。現代に
 おいてはギャラリーや美術館が多く、日本一の古美術街と称
 される通称骨董通りもあり、美術商やコレクター、アーティストと
 いったアート関係者が集まるエリアである。この京橋が持つ、
 芸術文化を育む風土を重要な土地のコンテクストとして捉え、
 そこに新しいアートやカルチャーが導入され、既存の芸術資
 産やビジネスと融合することで、街が賑わい新たな魅力が創出
 され、発展し街の価値向上に繋がる。そんな街の未来を共に
 創ることを、戸田建設がこの開発で担う役割と位置付けた。

  開発テーマ：芸術文化施設への道程
 街区開発の共通テーマは芸術文化であり、具体的な施設整
 備目標は「誰もが気軽に芸術・文化を体感できる機会の創
 出」「若手芸術家の育成」「情報発信の場の創出」となった。
 隣接ビルにはもともとブリヂストン美術館（現アーティゾン美
 術館）があり、そのリニューアルにより「創造の体感」を提供す
 る美術館にすることが開発目標となった。一方の戸田建設に
 は芸術文化の事業経験が無く、7,000m2の芸術文化施設整

 小林彩子  戸田建設 戦略事業本部国内投資開発統轄部

 街区全景（手前：TODA BUILDING 奥：ミュージアムタワー京橋）
 撮影：川澄・小林研二写真事務所

 TODA BUILDING 広場   撮影：川澄・小林研二写真事務所
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 備が決まっただけで中身はほぼゼロからのスタートだ。TODA

 ビルの建設工事着手までの約3年半は、テーマを現代アート
 に絞りながら、そのコンセプト策定から自社のアート事業の活
 動範囲、それらをいかにオフィスビルの付加価値として位置
 付けるかといった事業検討、そして自らがアート事業者となる
 準備期間に充てた。
　何から始めるべきかもわからなかったが、自分達で国内外
 のアートシーンや街づくりの事例を視察し、有識者を訪ね、アー
 ト分野の関係構築を図ったことは、後の芸術文化施設とそ
 の運営者の選定に活きている。新参アート事業者の我々は、
 実践することこそ最大の学びと広報機会と捉え、アート事業
 にも挑戦した。特に旧T ODAビル解体前の2019年にはアー
 ティストや建築家と共にアートプロジェクト「TOK YO2021」*2

 を開催したことで、社内外に向けてアートスペースとしての新
 TODAビルの予告となり期待醸成にもなっている。この活動
 から得た最大の学びは、自社内でアート事業を担う専門部署
 の必要性に気づいたことだ。将来にわたり自社のアート事業
 を企画し、アーティストや外部専門家との協業による運営を担
 い、広報活動や関係構築ができる人的体制が望ましく、アー
 ト事業の経験者をキャリア採用して専門チーム*3を立ち上げ
 た。その後工事期間中においても、アーティスト支援の公募展
 「K YOBA SHI A R T WA LL」や、地域のアートイベントとの連
 携プログラムの企画実施、アート業界への広報発信など、この
 チームで実践経験を積んでいき、そこから得たアートスペース
 への知見を、できる限り建築設計にも反映した。設えが間に
 合わなかった反省点は多 あ々るが、運用の工夫という使い手
 による価値向上が可能なのもまた建築と割り切って、今も設
 計者と改良を重ねている。

  芸術文化エリア、アート支援
 T ODAビルの特区貢献施設（ビル低層部1– 6階）は、現代
 アート・工芸分野で活動するクリエイターの表現や、様々なカル
 チャーに触れられる芸術文化の複合施設になっている。特区

 貢献施設に対する固有名称を敢えて付けずに「芸術文化エ
 リア」と呼んでいるが、貢献機能に掲げた、アーティストやクリエ
 イターが育ち芸術文化で街ににぎわいを作るという方向性に
 賛同して実践する施設と運営者が集合し、戸田建設自らの
 アート事業「A R T POW ER K YOBASHI」の各プログラムと
 も融合し一体の施設を成している。
　芸術文化エリアの全体で、「創作・交流」を促し、「発表・発
 信」の場を提供し、「評価・販売」を支援するという、アーティス
 トやクリエイターの成長に必要な3要素が備わっていて、それ
 らが循環する仕組みや慣行、メッセージ等を共有する、アート
 に寛容な風土が育まれる場を目指している。大事なのはアー
 トとの関わり方やアート支援には様々な形があり、それが受容
 される状態を続けることだ。その環境形成が更に次世代の
 育成や街の文化的価値向上への連鎖を生み出すアートのエ
 コシステム（生態系）となるように、複数のアートプログラムや活
 動が継続して行われる必要がある。自社のアート事業として
 も、プロジェクトを通じて街づくりに関わりたいと思う人を募っ
 た参加型のラーニングプログラム「A PK S T U DIE S」やパブ
 リックアート鑑賞ツアー、アーティストによるパフォーマンス、広場
 でのライブイベントなど、様 な々企画を同時進行しており、オフィ
 ス環境へのアート導入を支援するコーディネートプログラムも試
 行中である。いずれの形であってもアートに触れる機会となり、
 その人自身に芸術文化を取り入れるきっかけにしてもらうこと
 がTODAビルのアート第一歩である。

 芸術文化エリアの構成
 芸術文化エリアの最上階である6階には株式会社ソニー・
 クリエイティブプロダクツが運営する企画展型ミュージアム
 「CR E AT I V E M USEU M T OK YO」とそのミュージアムカ
 フェがある。アニメ、マンガ、音楽といったポップカルチャーや現
 代アート、デザインなど多彩な領域のクリエイションを大空間で
 体感できるミュージアムとして、連日約2,000人が訪れる、京橋
 の人気スポットになっている。4階は大小2つのイベントホール

 KYOBASHI ART WALL 仮囲展示風景   撮影：加藤健

 広場でのライブイベントの様子  撮影：後藤武浩
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 と貸会議室を持つ「T ODA H A L L ＆  C ON F E R E NCE 

 T OK YO」である。ビジネス関連だけでなく新商品発表会、
 アートイベント等の芸術文化用途にも幅広い利用がある。3

 階は現代アートを牽引する4軒のギャラリーが入居するギャ
 ラリーコンプレックスと、戸田建設のアート事業の活動スペー
 ス「A PK ROOM」がある。ギャラリーはアーティストの作品展
 示と販売を、A PK ROOMは通常は共用部として開放し、時
 にラーニングプログラムや展覧会、トークイベント等にも利用し
 ている。1階路面にはギャラリーとカフェが融合した新業態
 「Gal ler y & Baker y Tok yo 8分」があり、アーティゾン美術
 館と共に歩行者空間に文化的な雰囲気を添え、ここを通る
 近隣のワーカーからも好評だ。

　そして1– 2階ビル共用部には戸田建設のアート事業のメイ
 ンとなるパブリックアートプログラム「A PK PUBLIC」が展開す
 る。建物の共用部にアートが置かれることはよくあるが、新進
 アーティストによる大型インスタレーションで、それが恒久展示
 ではなく一年半程度で更新するのが特徴だ。これらの複合
 施設と展示により、オフィスでありながら、誰もがいつ訪れても
 何かしらのアートに触れられるビルになっている。

 アーティゾン美術館との間の歩行者空間   撮影：川澄・小林研二写真事務所

 パブリックアート（エントランスロビー）
 持田敦子《Steps》2024 撮影：ToLoLo studio

 パブリックアート（広場）
 持田敦子《Steps》2024 撮影：ToLoLo studio

 パブリックアート（回廊）
 野田幸江《garden -a-〈この風景の要素〉》2024 撮影：ToLoLo studio

 パブリックアート（回廊）
 毛利悠子《分割された 地震動軌跡模型  I》2024 撮影：ToLoLo studio
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 TODAビルの特徴
 T ODAビルの建築的な特徴は、何といっても足元の開放感
 だろう。建物正面には中央通りに面して間口80m、奥行20m

 の緑豊かな広場があり、ケヤキの高木が作り出す木陰には
 ファニチャーやアートが配され、そこが高さ165mの超高層ビル
 の足元とは思えない広がりを感じさせる。隣地のアーティゾン
 美術館と共有する歩行者空間も、アートによる一体街区とし
 て親しみ易さを醸し出し、心地よい演出となっている。一歩
 T ODAビル内に入ると、高さ16 mの吹抜けとそれを取り巻く
 回廊のあるエントランスロビーが出迎える。高層部（8 – 27階）
 のオフィスエリアと、芸術文化エリアの各施設への動線を交叉
 させる共通のロビーであり、パブリックアートの展示を誰でも鑑
 賞できる空間だ。
　一般的なオフィスビルのエントランスは、セキュリティの観点
 からもオフィスに用のある人しか入れない閉鎖的な雰囲気を
 纏ってしまうのだが、TODAビルは逆の発想をしている。地域
 防災の拠点としても、来館者や周辺地域の人が日常的に入り
 易くリピートもする状態が望ましく、設計コンセプトも「街とつな
 がる」として開放感や居心地に拘った。ハード面では建物と広
 場が一体的に使えるようにロビーのサッシは開放できる設え
 とし、アートには人 を々誘引しリピートしてもらう仕掛けとしての
 役割を持たせている。実際に開業からここまで、広場には多
 くの来街者がベンチを利用し思い思いに過ごしている様子が
 見られ、館内も常に様 な々来館者が行き交い、狙い通りの姿
 となった。
　アートを導入することによるビルの付加価値については、ビ
 ジネスの身近にアートがあることで、戸田建設を含めオフィス
 ワーカーにとっては人が行き交い多様な交流によって生まれる
 革新や企業価値向上が期待できるとし、また展示するアート

 作品を更新することで建築空間に新鮮さをもたらしリニュー
 アルとは違う手法で不動産価値を維持向上する効果がある
 としているが、いずれも検証はこれからになる。

　建築、美術、工芸に共通するのは、作品が作者の寿命を
 はるかに超えて未来に残りそれ自体が文化を伝える力を持
 つ、ということだろうか。特に建築やまちづくりでは、その立地
 から切り離すことが難しい故に、良くも悪くもその街と影響を
 及ぼし合うという特徴もある。今を生きる我々にできること
 は、アーティストやクリエイターを支援し作品を未来に残すべく
 記録（記憶）するアート活動であろうし、建物であれば街や人
 と交流し続ける運営管理であろう。そこには、柔軟に形を変
 えながらも連綿と続くような仕組みを作っておくことも必要か
 と思う。
　今般のT ODAビル開発では、京橋のコンテクストに新たな
 価値として芸術文化施設と戸田建設のアート事業を導入し
 たことで、街がより魅力的に発展すると信じている。TODAビ
 ルの寿命は10 0年と長く、社会も人も進化し、建物用途も変
 わっていくかもしれないが、100年先もTODAビルがそこに息
 づく人と接続し続けながら、アートによる寛容で豊かな京橋を
 牽引できていればと願っている。

 TODA BUILDING 開発スケジュール
 2016年3月：都市再生特別地区 「京橋一丁目東地区」 都市
　　　　　計画決定
 2016年6月─19年7月：ミュージアムタワー京橋 建設工事
 2020年1月：アーティゾン美術館（旧ブリヂストン美術館）開館
 2019年12月─24年9月：TODA BUILDING建設工事
 2024年11月：街区グランドオープン

 *1  都市再生特別地区制度：
都市再生緊急整備地域内において、既存の用途地域等に基づく用途、容積率等の
規制を適用除外とした上で、自由度の高い計画を定めることができる都市計画制度

 *2  TOK YO2021：
2 019年8月3日から10月2 0日にかけて、解体前の戸田建設本社ビルを会場に、アー
 ティスト藤元明氏の総合ディレクションにより実施した建築展と美術展を複合したアー
 トイベント。建築と美術の両面から東京の歴史を新しい視点で検証し、東京2020オリ
 ンピック・パラリンピック以降の都市に向け、建築家13名、アーティスト29組と共に未来へ
 の提言を行った。

 *3  戸田建設のアート事業チーム：
戦略事業本部 国内投資開発統轄部 コミュニケーションデザイン課

 パブリックアート（回廊）
 小野澤峻《演ずる造形》2024 撮影：ToLoLo studio
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 「パーセントフォーアート（PFA）」とは、前号
 （101号）でも述べられているように、「公
 共事業の建設予算の一部（1％前後）を
 芸術やアートを付加するために支出しよ
 うという制度」である。以下、海外・国内
 のPFA制度の取り組み状況を簡単に振
 り返ってみる。

 欧米におけるPFA制度の成り立ち
 PFA制度が生まれた背景には、1930年
 代世界恐慌後の不況下において、アメリ
 カやフランス、スウェーデンで、政府が失
 業した芸術家たちを雇い、公共空間に壁
 画や彫刻等の芸術作品を設置する事業
 を展開したことに発すると言われている。
 特にフランスでは、民衆が日常生活の中
 で芸術に触れる機会とすべく、公共的建
 築の建設の際に、予算の1％を芸術的装
 飾に充てるという制度が検討されたが、
 法制化までには至らなかった。
　戦後になると、まずフランスで国民教
 育省が中心となって、公共建築、特に教
 育施設に建設費用の1％の予算を絵画
 や彫刻などの「装飾的作品」の設置に充
 てることを求める動きが起こり、1951年
 にデクレ（省令）として実現された。続い
 てアメリカで、59年にフィラデルフィア市
 が中心市街地の美化のためPFA条例
 を制定、次いで64年ボルティモア市、67

 年サンフランシスコ市、6 7年ハワイ州な
 ど、60年代に7機関、70年代にはニュー
 ヨーク市（1977年）を含め43機関、80年
 代には73機関と、地方政府を中心に全
 米的に広がりをみせた（2 013年現在、
 25の州で取り組まれているとされるが、
 21世以降は鈍化、財政難から廃止され
 る州も出てきているという）。また連邦政
 府も1967年に、「美術館の壁の外」で一
 般の人々が、現代の美術作品に接する機
 会を提供すべく、全米芸術基金（NEA）
 が、全米「公共空間アートプログラム」を
 開始し、72年には連邦政府が管理する
 建造物には総建設費の0.5％以上が美

 術作品購入等へ充当するという「連邦
 政府管理規則」を定めている。

 文化に注目した日本のPFA制度
 こうした世界の動きのなかで、日本でも
 1969年に、当協会の前身である建築美
 術工業協会が、「公共建物建設にあたっ
 て総費用の1％をその芸術的付加物の
 費用として義務づける法律」の策定を国
 会へ嘆願したが、「時期尚早」としてかな
 わなかった。また1976年から81年にか
 けては、新自由クラブの有田一寿参議
 院議員等により、文教委員会等へ延べ
 11回にわたって1％システムの提案がな
 された。提案内容は、公共建築物、特に
 教育的効果という点から学校施設の
 新設の際に総工費の1％を芸術的装飾
 （絵画、彫刻、伝統工芸品等）に充てると
 いう案であったが、財政当局の理解が
 得られず進展はなかった。
　一方、1970年代半ば頃から80年代前
 半にかけて、「地方の時代・文化の時代」
 というスローガンのもと、大都市圏周辺の
 地方自治体を中心に文化の観点からの
 自治体行政の見直しが起こり、その一環
 としての「文化のための1％」制度への取
 り組みがなされた。ここで注意すべき点
 は、「文化」という「アート（芸術）」より広い
 観点で取りあげられている点で、1981年
 に全国文化行政会議がまとめた『地方
 の時代をひらく文化行政』という小冊子
 には、以下のように「文化のための1％」が
 説明されている。「1％システムとは、公共
 施設をつくる際の行政の文化化の一つ
 の手法で、建設費の一部を施設に文化
 性を付加するために用いるもの」と述べ、
 フランスの1％システムなどついて簡単に
 触れた後、「このシステムが施設だけで
 なく、行政全般に文化性を付加するため
 の『呼び水』になることが期待されてい
 る」と結んでいる。つまり地方自治体文化
 行政が目指したことは、地域行政の柱に
 （これまでの経済優先から）「文化」を軸

 に据えていくことで、地域の個性を生み
 出していく点にあった。実際に、神奈川
 県（1978「文化のための1％システム」）、
 兵庫県（1979「生活文化を創る1％シス
 テム」）、滋賀県（1979「美しいマチをつく
 る1％事業」）などで取り組まれたが、多く
 は数年間の実験的な取り組みに終わり、
 定着しなかった。そして1980年代には、
 こうした「文化のまちづくり」施策は、住民
 が文化・芸術に触れる場所としての文化
 施設（それもホール型）建設へと変貌を
 遂げていった。

 PFA制度の「大義」と「広義」な捉え方
 以上の歴史的な経緯から、PFA制度の
 背景にはいくつかの政策上の狙い（目
 的）が見えてくる。その政策目的には、生
 産者（アーティスト）への制作機会の提供
 等を通しての支援と、享受者（一般市
 民）が文化や芸術に触れる機会の拡大、
 文化・芸術による教育的効果や地域社
 会の活性化などが挙げられる。そしてこ
 れらは複合しており、アーティスト支援は、
 世界的恐慌や感染症を含む大災害時
 に仕事がなくなるなど、どちらかといえば
 非常時にみられる緊急的政策だが、こ
 の場合でも青少年への教育的配慮や、
 多様な（特に文化・芸術に触れる機会
 があまりないと考えられる）人々の文化
 享受機会創出などの「大義」が求められ
 ていた。
　わが国の場合は、地方自治体が主体
 となって、個性的なまちづくり（都市のアイ
 デンティティや魅力形成など）を進めてい
 く中で、PFAは、元 の々意味より広い自治
 体文化行政の進め方手法へと変化して
 いったといえる。
　このように、PFA制度といっても、公共
 建設物の予算の1％前後を芸術やアート
 を付加するために支出する制度という本
 来というか「狭義」の制度だけでなく、よ
 り広く文化・芸術の振興ないし活用のた
 めに予算の一定割合を支出するという

 パーセントフォーアートを知ろう［2］
 日本におけるパーセントフォーアート制度の可能性を考える

 伊藤裕夫  日本文化政策学会顧問



 aaca l 2025.09 l no.102

13

 「広義」の捉え方もみられ、特にわが国に
 おいては後者の考え方の方が受け入れ
 やすい傾向がみられた。

 「公共空間」のアートという前提
 ではなぜ、日本において狭義のPFA制度
 がなかなか理解されにくいのだろうか、そ
 の理由について考えてみたい（以下は、個
 人的な「試論」の域をでるものではない）。
　まず、戦後の文化政策の歴史をみるな
 らば、敗戦後文化どころではないという
 状況の中で、1946年から文部省芸術祭
 が始まったが、内容は音楽・演劇といっ
 た公演芸術の祭典で、しかも国は参加の
 呼びかけと賞を出す程度の関与であっ
 た。その後 50年に文化財保護法の制
 定、51年に博物館法の制定、52年に国
 立近代美術館設立といった動きもあっ
 たが、基本的に文化・芸術振興は公演
 芸術中心に進められていった。
　もともと個人の私的な営みである芸術
 活動を、なぜ公金を使って支援し振興す
 るのかという点は、文化政策上の長年に
 わたる大問題でもあった。いろいろ根拠
 は考えられたが、日本において最も説得
 力がある理由の一つは文化・芸術の持
 つ「公共性」で、芸術活動の成果の享受
 による便益が、特定の個人にとどまるの
 ではなく、広く社会性・公共性をもって受
 けとめられ多くの人 に々共有され、また未
 来へと継承されていくという視点が強
 かった。（その点、音楽や演劇など公演芸
 術の場合は、「公演」という言葉が示すよ
 うに「公衆」が享受者とみなされることも
 あって支援の対象になりやすかったと
 いえる。）
　造形芸術の場合は、博物館・美術館
 という制度があって、収集保管、公開、調
 査研究という役割が規定され、施策対
 象にもなっているが、それが十分に芸術
 の振興につながっているかといえば疑わ
 しい。（アメリカで連邦政府が「公共空間
 アートプログラム」に取り組むにあたり、

 「美術館の壁の外」という言い方をしてい
 る点に注意したい。）
　考えてみると、ヨーロッパにおいては、
 造形芸術は、古代ギリシア・ローマの時
 代から屋外の「公共空間」にあった。彫
 刻、壁画、建造物の壁のレリーフなど、都
 市の広場でそれらは多くの「公衆」と共
 にあった。それが17世紀以降、王侯貴
 族の宮殿や、大商人のサロンや居間の装
 飾品といった「特定の個人」の私有物に
 化していったのが、19世紀以降それらの
 一部が美術館で「公開」されていくよう
 になり、2 0世紀後半になってPFA制度
 の導入もあって「パブリックアート」として、
 再び「公共空間」に戻ってこようとして
 いる……。
　このように欧米には2000年以上のパ
 ブリックアートの伝統があり（そのあり方
 は今も問い直され更新されている）、それ
 がPFA制度の前提にあるのだが、こうし
 た伝統がないわが国では、公共空間に
 アートを復権させようとするPFAの基本
 的な考え方は、なかなか理解されにく
 かったのではないだろうか。

 日本のPFA制度の可能性
 ところで今世紀に入ってからの日本の
 アート界で注目される動きとして、「アート
 プロジェクト」がある。
　これまでも国際美術展（ビエンナーレ
 等）や屋外彫刻展は数多く行われてきて
 いたが、近年のそれが従来と異なる点
 は、開催される場所・地域へのこだわり
 が強いことである。展示される作品の中
 には、地域の歴史や習慣などをリサーチ
 したものや、地域の住民と協働して作っ
 たものも少なくないなど、造形芸術の「公
 共化」につながる可能性を感じる。
　2 017年、文化芸術（振興）基本法が
 改訂され、基本理念に「文化芸術により
 生み出される様々な価値を文化芸術の
 継承、発展及び創造に活用」すべく「観
 光、まちづくり、国際交流、福祉、教育、

伊藤裕夫（いとうやすお）
  1948年生まれ。日本文化政策学会顧問。
 東京大学文学部卒業後、広告会社、シンクタンクを経て、
 2 0 0 0 – 0 6年  静岡文化芸術大学文化政策学部教授、
 2 0 0 6 –11年  富山大学芸術文化学部教授。専門は、文
 化政策、アートマネジメント。編著に、『公共劇場の10年』
 （共編著・美学出版、2010）、『芸術と環境』（共編著・論創
 社、2012）など。

 産業その他の各関連分野における施
 策」との連携を図ることが追加された
 （第2条10項）。現在のところ、「文化観
 光」や「アート市場」といった経済的側面
 が重視された施策が中心になっている
 が、今後は「まちづくり」や「教育」といっ
 た社会的側面を踏まえた施策も強く求
 められるのではないだろうか。
　日本におけるPFA制度は、単に公共
 建設物の予算の1％前後を芸術的装飾
 の付加のために支出するという「狭義」
 の視点に留まらず、PFAによって実現す
 べき政策課題、すなわちより広く「文化芸
 術により生み出される様々な価値」をこ
 れからの地域づくりや人づくり、更には日
 本における「公共空間」形成をめざす基
 本的な政策として再考されることを期待
 している。

 以上の記述については、以下の文献･資料等を参考にした。
 ・柴田葵「文化の1％システムの日本における展開」
 （文化経済学会『文化経済学』第6巻3号、2009）
 ・工藤安代『パブリックアート政策』（2008、勁草書房）
 ・平成25年度文化庁委託調査「文化政策に充当する財
 源に関する調査研究」報告書
 （2 014、W I Pジャパン（株））

　　 （シリーズ企画：パーセントフォーアート研究委員会）
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14 個展鑑賞・質疑応答風景  写真右が江口さん 鋳造技法の図解  山本勉『完本仏像のひみつ』絵：川口澄子,  朝日出版社 ,  2 021年

 左：仁和寺阿弥陀如来坐像  ホームページ『京都
 ミュージアム探訪』より  右：木割法の図解  太田古朴
 『仏像彫刻技法1 造像法  木割法』綜芸舎

 第1515回aacaaacaサロン
 現代の仏像と、その役割

 会員増強委員会

 江口泰觀さんは、彫刻家の中でも特に
 仏像を専門につくる佛師というお仕事を
 されています。aacaの会員で、この職業
 の方は初めてではないかと思います。会
 員になられたのは2年ほど前ですが、そ
 の時からaacaサロンでのご自身の活動
 紹介をお願いしていました。そしてようや
 く実現した今回のサロンは、ご本人の個
 展会場で開催しました。
　江口さんは19歳から仏像彫刻を学
 び、現在は京都市東山区に工房を構え
 て佛師としての活動をされています。全
 国のお寺や個人の方を中心に仏像を奉
 納しています。また、京都市内で仏像彫
 刻教室も主催されています。
　サロンではまず、仏像の歴史と技法の
 変遷などについて解説をいただきました。
　仏像は6世紀に朝鮮半島から日本へ
 伝来し、飛鳥時代の鋳造技法から奈良
 時代の乾漆造り、さらに香木を素材とし
 た檀像彫刻から、平安時代に主流となっ
 ていく貞観彫刻へと変遷していきます。
 そして「仁和寺阿弥陀如来坐像」のよう
 な日本独特の美的感覚に根差した穏や
 かさを感じさせる和様化が根付いていっ
 たといいます。
　平安時代後期には、「寄木造」や「木
 割法」が規格化・分業化の造仏手法と
 して考案され、その技法も鎌倉時代の
 武士社会では、人体に即した量感を持
 たせる独自の手法へと進化。室町から
 江戸時代になると仏像が庶民化してい
 き、佛師も職人化していったそうです。
　このような、木彫が日本の仏像造りの
 本流となっていく過程や技法の進化・変
 遷などを、その時 の々代表的な佛師やそ
 の作品事例を上げながら非常にわかり

 やすく解説していただきました。
　後半は、江口さん本人の制作手法と
 作品紹介です。現在制作中の「四天王
 像」で解説をしていただきました。
　まず粘土像を作成し、その原型に合わ
 せて寄木したものにグリッド線を引き、そ
 れを目安に荒彫りをする。次の「小造り」
 という段階で全体に満遍なく各部位を
 掘り進め、仕上げの段階では更に細部
 の装飾や模様などを彫り込みます。その
 際、15 0種類以上もの彫刻刀を使い分
 け、ヤスリなどは一切使わず、刃物だけで
 仕上げられるということに驚きを隠せま
 せんでした。
　最後に截金（きりかね）技法の仕上げ
 をビデオで解説して頂いた後、個展会
 場の実作品を鑑賞しながらの質疑応
 答となり、皆さん活発な議論を交されて
 いました。
　今回のaacaサロンは江口さんの仕事
 を通して私たちが日常あまり接すること
 のない佛師という仕事を知る機会となり
 ました。今後も本サロンでは、新入会員
 の方の活動や作品を紹介し、既会員の
 皆さんとの最初の交流の場として役割
 を果たして行きたいと思っています。皆
 様からも新入会員のご紹介をよろしくお
 願いいたします。 （大成建設 松本哲弥）

 開催日：2025年4月15日
 話し手：佛師 江口泰觀さん
 モデレーター：大成建設 松本哲弥
 会場：GA LLERY A R T HOUSE（東京・銀座）

　1 　2 　3 　4 　5 　6

 截金技法  YouTubeチャンネル『截金のいけ』截金
 師池田香那弥による制作動画より

 無数の彫刻刀

粘土像と寄木

 左上：小造り  左下：仕上げ彫り  右：仕上がり
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 開催日：2025年6月8─14日
 会場：建築会館1階ギャラリー（東京・港区）

 第88回BOXBOX展

 展覧会委員会

 BOX展は、30cm立方の空間提案を公
 募し文化的創造につなげる、aacaならで
 はの展覧会です。第 8回となる今回は、
 建築・美術・工芸の境界を越えた素材・
 形状が自由な創作作品59点（会員23

 点、一般31点、学生5点）のご応募をい
 ただきました。また会期中には250名を
 超える来場者がありました。
　建築的視点も鑑みた本展は、会場構
 成に都市設計の考え方も取り入れまし
 た。展示台の配置、照明の位置、作品間
 の余白と動線の導き方など、視線と身体
 の動きを想定しながら計画。距離感を
 保ちつつも、互いに響き合うように作品を
 展示しました。様 な々個性を発する作品
 それぞれが空間と対話を始め、展示台
 はまるで都市の街区のように空間を華や
 かに彩り、集合体としても一つの空間を
 形成しているように感じられました。
　第8回展のテーマは、「夢があって、挑
 戦的で、思いが形に」。30cm立方という
 定められた空間の中で表現されたそれ
 ぞれの作品は一つとして同じ形はなく、
 石・漆喰・木・紙・金属・織布・うるしなど
 多様な素材を使い、その特性を駆使し
 豊かに表現されていました。糸から紡ぐ
 柔らかな風合いを活かしたり、ステンレス
 という固い素材を柔らかく表現したり、
 電気を使用したり、耐震構造をバネで
 作ったり。多岐にわたる夢のある作品に
 ギャラリーは華やいでいました。
　初日に開催したギャラリートークでは、
 四国や関西からの出品者や学生、関東
 近在の多くの出品者が参加。自身の作
 品について、作品に込めた思想や意図、
 制作のプロセスを熱心に語る姿がとて
 も印象的でした。光の取り込みを計算し
 たうえでの立体構成する話、ある作品は
 表層で美学を語ろうとする試み、災害な
 どの混沌とする世情に対する心象をもと
 に創作した話などを聴くことができまし
 た。皆さんの話からは、素材表現への挑
 戦だけではなく、空間構成を始めとした

 既成概念への問い直しも感じられまし
 た。ギャラリートークで作者の声を聴く機
 会は、作品への更なる理解へとつながっ
 たのではないでしょうか。
　ギャラリートーク後には、建築会館の
 中庭にて懇親会を実施。広 と々した屋
 外空間で場も盛り上がり、通常では接す
 る機会がない会員同士の理解を深める
 貴重な場となりました。
　最終日には表彰式を実施。米林雄一
 審査委員長から審査講評をいただいた
 後、東條会長から表彰状が授与されま
 した。最優秀賞受賞の堤一彦様の「月
 を抱く種子」は、大理石を素材に種子の
 発芽を連想させる造形です。希望を感
 じ、とても美しい作品と審査で高評価を
 受けました。

　本展は、委員会メンバーにとっても、素
 材と空間、空間と美学の関係を再考す
 る場となりました。それは、建築の根源
 にあるものへの探究であり、美術工芸の
 精神と建築的知性が響き合う試みでも
 ありました。また、出品をきっかけに、複
 数の方がaacaに入会されたことは、展覧

 会委員として大変嬉しい出来事でした。
　建築に関わる文化的な空間創造へと
 繋がるような作品を公募するBOX展が、
 回を重ねるごとに訪れる人々の記憶の中
 に息づき、芸術文化の発表を通して、社
 会の発展へとつながるべく、今後も尽力
 していきたいと思います。
　ご協賛をいただきました、大成建設株
 式会社、株式会社竹中工務店、株式会
 社三菱地所設計、株式会社大林組、株
 式会社佐藤総合計画、株式会社久米
 設計、株式会社エフワンエヌ、株式会社
 クサカベ、クラフト11、株式会社名村大
 成堂、光ステンド工房、株式会社文房堂
 には、厚く御礼申し上げますとともに、株
 式会社フッコーをはじめ運営にご協力、
 ご支援いただきました皆様に深謝申し
 上げます。
　来年開催の第9回BOX展への準備
 はもう始まっています。多くの皆様のご応
 募を展覧会委員会一同、心よりお待ち
 しています。        （副委員長 齋藤卯乃）

＊出品作品の詳細や審査評などは、全会員に送付した

  『第8回BOX展作品集』でご覧いただけます。

 表彰式参加者

 堤一彦「月を抱く種子」  都市の街区をイメージした会場構成
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16 南町奉行所跡にて

 開催日：2025年6月27日
 説明及び案内：フォーラム委員会

 今回のフォーラムは、東京駅から繋がる
 地下歩行者ネットワークを散策する街歩
 きイベントです。テーマは「遠山の金さん
 （北町奉行所）から大岡越前守（南町奉
 行所）へ」。
　東京駅丸の内南口前「K IT TE（キッ
 テ）丸の内」アトリウムに集まった参加者
 は総勢2 5名。雑踏の地下通路の移動
 中、一人も脱落者を出さずに、かつ要所
 要所での説明が参加者全員に伝わるよ
 うにインカムを着けていただきました。チャ
 ンネル合わせ・音量チェックなど準備を
 整え、さあ、出発です！

　今回散策した地下レベルの歩行者通
 路は様々な来歴があります。J Rや地下
 鉄の地下駅舎の線路やホームの上部に
 つくられた通路、駅とビル、ビルとビルを
 地下でつないだ通路、八重洲のように最
 初から地下街としてつくられた通路、個
 別の単独ビルや大規模複合街区開発
 でビルの中につくられた通り抜け通路な
 ど。さまざまな来歴をもつ通路が、時代と
 ともにネットワーク化され現在の姿に育っ
 てきたとのことです。
　旧国鉄本社跡に建てられた丸の内オ
 アゾの貫通通路を通り、永代通り東西
 線通路から八重洲側へ。北町奉行所
 跡は…こんなところにあったのですね！
 跡地を示す石碑はビルに囲まれたポ
 ケットパーク内にあり、奉行所と町人街と

 の境の堀は大通り（外堀通り）になって
 いました。

　その後、同じく堀跡の永代通りを大手
 町に戻り、新丸ビル内の通路から行幸
 通り地下広場へ。両側のギャラリース
 ペースでは和傘のアートが展示され、農
 産物の市も出ていました。ここは、東京
 駅から皇居に向かう幅広の行幸通り下
 の広場です。もとは2層の都市計画地下
 駐車場であったものを地上の広場の環
 境整備とともに、地下1階部分を、圧迫
 感を感じさせない光庭や賑わい創出に
 寄与するギャラリーなどを設けた歩行者
 広場に改造したものだそうです。この辺
 りでやっとコースの半ば、ちょっと疲れまし
 たがもうひと頑張りです。

　行幸通りから丸ビルの地下通路を通
 り東京駅前の地下広場に戻ってきまし
 た。丸ビル前から新丸ビル前にわたる東
 京駅前交通広場の地下は、今は広 と々
 した空間になっていますが、以前は細い
 数本の地下通路しかなかったところを
 徹底的に土取りして広場化したものだっ
 たのですね。
　ここから、武家屋敷街の中心であった

 大名小路の地下、総武線の上部地下通
 路を歩いて馬場先通の地下、JR京葉線
 地下駅に向かいました。ここに直結する
 のは丹下健三設計の旧東京都庁の跡
 地に建てられた、ガラスホールが美しい
 ラファエル・ヴィニオリ設計の東京国際
 フォーラム。光環境が画期的な気持ち良
 い通り抜け通路になっています。
　有楽町線の通路を銀座方向へ、村
 野東吾設計の読売会館の脇を通ってい
 くと東京交通会館につながります。地階
 にはa aca会員も御用達のギャラリーが
 多数並んでいます。
　そろそろ歩き疲れたし、喉がビールを
 欲しがっていると思っていると、有楽町
 再開発でできた有楽町イトシアの地下広
 場にたどり着きました。
　エスカレーターを上り振り返ると駅前
 広場で南町奉行所跡のサインボックスを
 発見！ 1時間半に及ぶ探検ツアーのゴー
 ル地点です。
　参加された皆さんは長時間の散策に
 もかかわらず晴れ晴れとした表情。楽し
 い解説を聞きながら懇親も図ることがで
 きたようです。歩くことで、頭の中に巨大
 な地下の骨格がイメージできるようになり、
 今まで断片的であったいくつもの場所の
 位置関係が整理できました。もうダンジョ
 ンや迷路ではありません。おまけに江戸
 時代の街との関係もよくわかり、友達に
 自慢できるようになりました。
　楽しい街歩きの体験共有。皆さん、ご
 参加ありがとうございました。
　　　　　　　　　   （委員 柏尾栄）

 第209209回aacaaacaフォーラム： 都市のダイナミズム
 東京ダンジョン体験  ─遠山の金さんから大岡越前守へ─

 フォーラム委員会

 北町奉行所の跡地を示す石碑

 用意した散策マップ
 上）東京バリアフリーマップ「大手町・丸の内・有楽町
　 地下マップ」（N P O法人L ive w it h Drea m）と、
　 慶應元年（1865）の丸の内周辺の古地図
下）現在の地上・地下の地図が同縮尺で掲載された
　 地図

 東京駅周辺の地下街も描かれた丸の内絵巻イラス
 トの前での解説
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 私が思うaacaaaca的空間

 光に浮かび上がった4枚の花びらが、華やかに、軽やかに、静
 かに“かたち”を変えていく。あたかも朗 と々歌い上げられるオ
 ペラのアリアに乗って舞うように。
　ここは施主がオペラを楽しむプライベートホール。設計の早い
 段階で建築家・林雅子氏から美術家・坂上直哉氏に声がか
 けられ、1年余りに及ぶやり取りが積み重ねられた空間だった。
　天蓋のようなもので、しかも風を感じる軽やかな表現をとい
 う林氏のイメージを受けて、坂上氏の試行錯誤が始まった。
　薄いステンレスをダイナミックに使って、オペラの華やかさを
 花びらで表現できないだろうか…。誰も見たことがない“かた
 ち”を提案するには、すべて技術的裏付けが必要だった。
　エッチング、スパッタリング、組立施工と、企業間の連携をと
 りながら、原板選びから始まって、何回実験を繰り返したこと
 か。大板（1000×1700mm）のフォトエッチングが可能となって
 解答の幅が広がり、ようやく4枚の花びらで合意に至ったの
 は、引き渡しのわずか3カ月前のことだった。

 本協会は、DEI（多様性、公平性、包摂性）を大切にする団体
 だ。私が思う「aaca的空間」とは「DEIを大切にする組織に
 あるアート空間」である。その事例として1962年設立のNHK

 学園（以下、学園）を紹介したい。
　東京都国立市にある学園は、放送を利用する全国展開の
 通信教育の学校である。事業には、①高等学校、②社会福
 祉士養成講座、③生涯学習通信講座があり、近年には絵画・
 生花などのオープンスクールも開講された。学暦・年齢・性別
 を問わない、まさに「DEIを大切にする学校」と言える。
　私が設計した現在の校舎（1999年竣工）につくった「アー
 トがある空間」の一つが、3層吹抜けの玄関ホールだ。3階ま
 で続くオープン階段を設置し、生徒が集まる中心的な場所と
 して「光のロビー」と名付けた。また、2階と3階に9教室が並
 ぶ校舎は、3教室ごとに分割し、その間に「風のラウンジ」と名
 付けた2層吹抜けで幅4 mの共用空間を設けた。この「光の
 ロビー」と「風のラウンジ」の壁面には、橋本京子氏のタペスト

 T邸プライベートオペラホール
─建築家、美術家、企業による空間創造─
 露口典子  文化環境プロデューサー［個人会員］

 NHK学園
 森暢郎  建築家［個人会員］

　林氏と坂上氏の間では盛んにやり取りが行われた。舞台を
 縁取るねじりん棒、床目地、照明、2階の手摺りなどをすべて
 金色とするも、それぞれ異なった表面処理後、純金のメッキや
 スパッタリングを施して、空間に深みを出すことになった。
　19 93年完成までハラハラの連続だったが、建築家、美術
 家、企業と、それぞれエネルギーが充満していた時期だった。
 その中で、お互いを信頼し、強い覚悟をもって臨んだプロセス
 があったからこそ実現した空間だった。aaca的空間とは、プ
 ロセスをも含めての結果ではないだろうか。

 リーを提案し取り付けた。また玄関入口には学園側が選んだ
 三橋國民氏の石像が置かれ、学園は竣工後に「アートに触れ
 る喜びに満ちた校舎」と広報している。
　結びにエピソードをひとつ。竣工時、当時の理事長の了解
 を得て、職人を含む工事関係者・発注者・設計者の名前を50

 音順で記載した銘板を玄関脇に設置することができた。工
 事関係者が家族を連れて来て銘板の前で写真を撮っている
 と学園から連絡があり共に喜びあった。今では銘板は撤去さ
 れてしまったが、嬉しかった思い出である。

 T邸オペラホール 正面に静かに浮かび上がる『花信風』 写真：©村井修
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 催事情報

 第210回aacaフォーラム
 「Aalto talks in JAPAN」
 ［フォーラム委員会］
 3人のアアルト（アルヴァ、アイノ、エリッサ）
 の協働プロセスを紐解くと共に、彼らの
 個性や才能、ビジョンがいかに融合し、
 建築・家具・ガラス工芸といった象徴的
 な作品を生み出したのかを紹介します。
 ・2025年10月27日［月］ 16時─18時
 ・会場：日比谷図書文化館  日比谷コン
　　　ベンションホール（大ホール）
　　   （東京・千代田区）
 ・講師：Peter de Groot、A nnika 

　　　Va ndeveldeご夫妻（アルヴァ・
　　　アアルト設計の「セイナッツァロの
　　　町役場」でaaltotalksを実践）
 ・申し込み、詳細は以下をご覧ください。
  https://www.aacajp.com/record/

  forum/20251027.html

 ＊CPD認定プログラム

 第2回AACA賞受賞建物視察会2025
 ポーラ青山ビルディング/土浦亀城邸  
 ［会員交流委員会］
  3人の作者（安田幸一氏、安東直氏、村 

 井久美氏）にご案内いただきます。
 ・2025年10月7日［火］ 15時─17時
 ＊申し込みは締め切りました

 aaca地域創生Vol.3 第3回講演会
  「% for Art で地域創生を目指す街」 
 ［文化事業委員会］
 ・2025年11月14日［金］ 15時─17時
 ・講師：佐藤貴昭氏（群馬県地域創生部）、
　　  山重徹夫氏（アートディレクター）

 第19回aaca建物視察会 
 ［会員交流委員会］
  奈良県・三重県を巡ります。
 ・2025年12月5日［金］ ─6日［土］

  2025年度 第37回aaca設立記念総会
 ［総務委員会］
 ・2025年12月10日［水］ 15時─
 ・会場：建築会館大ホール（東京・港区）

 委員会だより

 ［表彰委員会］
 AACA賞2025（第35回）
 A AC A賞2 0 2 5の募集は締め切りまし
  た。今後の予定は以下の通りです。A ACA 

 賞の最終審査は公開で行われます。是
 非ご参加下さい。
 ◎第一次審査、現地審査
 第一次審査にて応募作品の中から、現
 地審査対象の入選作品を選考。
 その後、選考委員が分担して作品を訪
 れ現地審査。
 ◎公開審査会
 11月13日［木］ 13時─18時
 会場：建築会館大ホール（東京・港区）
 対象作品のプレゼンテーション後、投票・
 意見交換を経て、受賞作品決定。
 ◎表彰式
 12月10日［水］
 会場：建築会館大ホール（東京・港区）
 「協会設立記念総会」にて表彰。

 ［会員増強委員会］
 第16回aacaサロン
 サウンドスケープ・デザイン
 ～風景に耳を開く～
  8月6日、世界でも数少ないサウンドスケー
 プ・デザイナーの庄野泰子さんをお迎え
 し、手がけられたさまざまなプロジェクト
 をご紹介いただきました。
 ＊次号の会報に開催レポートを掲載します。

 ［総務委員会］
 aaca夏季交流会
  新入会員と既存会員との交流の場・夏
 季交流会を8月25日に開催しました。参
 加した新入会員によるプレゼンテーショ
 ンを実施しました。
 ＊次号の会報に開催レポートを掲載します。

 ［展覧会委員会］
  『第8回BOX展作品集』を発行
  6月8日─14日に開催した第8回BOX展。
 8月30日に、全作品を掲載した作品集を
 発行しました。
 ＊本誌P15に展覧会のレポートを掲載し
 ています。

 ニュースレター配信登録について
 協会が主催するイベントや会員活動の
 情報をお届けする「ニュースレター」。会
 員に限らずご希望された方に、随時配
 信しています。
 配信を希望の方は、件名に「ニュースレタ
 ー配信希望」と記したメールを、事務局ま
 でお送りください。送信いただいたメール
 アドレスに、 ニュースレターをお送りします。
 aaca事務局：gijiroku@aacajp.com

 本誌の内容に関するご意見・ご感想は、広報委員会
  までお寄せください。koho@a ac a jp .com

 協会ニュース

https://www.aacajp.com/record/   forum/20251027.html
https://www.aacajp.com/record/   forum/20251027.html
mailto:gijiroku%40aacajp.com?subject=
mailto:koho%40aacajp.com?subject=
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 表紙に向き合うと
 この写真は、フランスのある都市で見た
 風景。道路の両側には、2列の並木が
 あり、両方の並木の間には、垂直に切り
 込まれた、舗道幅の隙間が数百メート
 ル続いていて、青空が一直線に遠く迄
 見えた。本来、樹木は、自由に枝が伸
 び、葉にしても同じ様に自在に伸びてい
 くもの。でも、ここではその自然な生育を、
 コルセットを付けたかの様に、設計者の
 意図した通りに垂直に枝も葉も何年も
 掛けて切り落とされ、矯正されているの
 である。
 同じフランスのベルサイユ宮殿のフラン
 ス庭園でも、1682年から、長い間、幾何
 学的な構成の見え方に変化がない。そ
 うなるように造園師が手入れしているか
 らである。
 フランス式庭園が幾何学の構成美を追
 求していることは理解できたとしても、こ
 れはフランスに限ったことではなく、日本
 庭園でも探すことができる。毎年、桂離
 宮を抜いて一番人気だという足立美術
 館は、日本庭園を一幅の絵画という考
 えで剪定しているのである。重要なの
 は、自然に倣うことを信条としている枯
 山水だとしても、半球状にデザインされ
 た植木が多くあり、ヴェルサイユ宮殿の
 庭園の円錐形の植木の在り方と変わら
 ない。一方、桂離宮の方に堅苦しさが感
 じられないのは、おおよそ形を変えない
 間引き剪定する透かし剪定で維持して
 いることに因る。また、「10 0年の杜を目
 指す」ことを目標にして、もっと自然な生
 育を標榜し計画された代々木公園は、
 19 67年に開園され、今に至っているの
 である。　　　　        （矢萩喜從郎）

 憲章
 日本建築美術工芸協会は、故芦原義信氏が求めた文化的都
 市の創造を実践する為に、建築・美術・工芸に関わるあらゆる
 分野の人々が集まり、連携し、交流し文化と芸術性の追及と
 情報の発信を行い健康で文化的な空間創造に寄与する。

 1．優れた文化的な都市環境の創造を追求する。
 2．地域の環境と文化を尊重しさらに創造を求める。
 3．芸術文化の重要な担い手として社会の発展に努める。
 4．建築・美術・工芸が一体となった総合的な芸術空間を創る
   よう努める。
 5．文化的な空間創造のための「1パーセント運動」を提唱する。

 理念
 美しくゆとりある環境の街づくりを！

 日本はこの6 0数余年、経済向上をめざして住宅から都市の
 建設にいたるまで、著しい発展を遂げて来ました。しかし、一方
 では市民にとって潤いを欠くような環境も多く見られるように
 なり、社会の文化育成という面を考えると実に憂慮すべき問題
 が生じてきています。

 このことは未来に向けて空間創造に関係する私どもにとって、
 十二分の配慮が払われねばならないことであります。

 まず、そのために建築に関わる美術、工芸、並びにその製作を
 支える人びとが連帯し、交流の場をつくり、社会のニーズに応え
 るよう文化と芸術性の考究と関連情報の収集・利用を促進し、
 さらに海外との情報交流をはかることが求められております。

http://www.aacajp.com
mailto:info%40aacajp.com?subject=
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